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このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（左から）
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しまかわ　まさむねくん（５さい）

青い鳥保育園のなかよしたち

「ワクワク♡ドキドキ　～夏の贈り物～」

読者投稿
掲載ページ

こんなに
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深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日に合併20周年を迎えました。

祭りだ！わっしょい！
関 留意事項

・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。

・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

わぁんどのひろばとは…
　皆さんが撮影した写真や制作した作品などを広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真やくすっと笑える写真、渾身の力作、昔懐しい昭和・平成の写真、日
常の風景や一コマなど、思い思いの写真を投稿してください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○メールの場合；件名「わぁんどのひろば」と入力し、本文にコメントとペンネームを入力したうえで、掲載して
ほしい写真を添付して次のメールアドレスへ送信してください。
　メールアドレス：
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリントした写真とコメント、ペンネームを記入したものを添えてください。
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遊
泳
者
の
安
全
を
祈
願

遊
泳
者
の
安
全
を
祈
願

　
７
月
15
日
（
火
）
、
岡
崎
海
岸
で
海
開
き
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
出
席
し
た
関
係
者
11
人
が
水
難
事
故
の
防
止

と
遊
泳
者
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
、
古
く
か
ら
船
人
か
ら
信
仰
を
集
め
海
上

安
全
の
祈
願
寺
と
し
て
た
く
さ
ん
の
船
絵
馬
な
ど
が
奉
納

さ
れ
て
い
る
円
覚
寺
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

11
年
ぶ
り
に
岡
崎
海
岸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
安
全
祈
願

祭
で
は
平
沢
町
長
が
「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
待
望
の

夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
に
、
き
れ
い
な
海
で
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
安
全
祈
願
祭
の
後
、
青
い
鳥
保
育
園
と
え
の
木
保
育
園

の
園
児
12
人
が
天
然
海
水
プ
ー
ル
で
２
０
２
５
年
の
初
泳

ぎ
を
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
浮
き
輪
な
ど
を
手
に
海
へ

入
る
と
海
水
を
か
け
あ
っ
た
り
、
海
藻
や
海
の
生
き
物
を

観
察
す
る
な
ど
、
海
水
浴
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
が
公
表
し
て
い
る
水
浴
場
水

質
検
査
に
よ
る
と
、
岡
崎
海
岸
の
水
質
は
最
高
ラ
ン
ク
の

Ａ
Ａ
判
定
で
し
た
。

　
町
内
に
は
会
場
と
な
っ
た
岡
崎
海
岸
の
ほ
か
、
千
畳
敷

海
岸
や
森
山
海
岸
な
ど
、
日
本
海
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を

楽
し
め
る
海
岸
が
多
く
点
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
海
水
浴
客
の
訪
れ
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

関係者によるテープカットセレモニー海水浴を楽しむ園児たち

　
７
月
12
日
、
関
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
地
区
の

有
志
に
よ
る
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
前
は
地
区
の
子
ど
も
会
で
開
催
し
て
い

た
夏
祭
り
で
す
が
、
少
子
化
の
影
響
で
子
ど

も
会
が
解
散
し
た
こ
と
に
伴
い
開
催
さ
れ
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
地
元
を
盛
り
上
げ
る

た
め
地
域
の
有
志
が
協
力
し
、
10
数
年
ぶ
り

の
復
活
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
お
で
ん
や
焼
き
鳥
、
サ
ザ
エ

の
つ
ぼ
焼
き
、
か
き
氷
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
と

い
っ
た
出
店
が
用
意
さ
れ
、
地
元
住
民
や
地

区
の
小
学
生
な
ど
１
５
０
人
ほ
ど
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
祭
り
で
は
お
神
輿
も
準
備
さ
れ
、
地
元
の

子
ど
も
た
ち
が
お
神
輿
を
担
ぎ
「
わ
っ
し
ょ

い
！
わ
っ
し
ょ
い
！
」
と
掛
け
声
を
上
げ
な

が
ら
会
場
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
「
初
め
て
お
神
輿
を
担
い

だ
」
「
重
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
」
と

一
足
早
い
夏
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
夏
祭
り
を
開
催
し
た
有
志
代
表
の
牧
野
祥

侑
さ
ん
は
「
地
域
に
盛
り
上
が
っ
て
ほ
し
く

て
開
催
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て

く
れ
て
嬉
し
い
。
来
年
以
降
も
継
続
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

お神輿を担ぐ子どもたちヨーヨー釣りを楽しむ親子

 

関
地
区

有
志
に
よ
る
夏
祭
り
開
催

　
７
月
10
日
、
魚
介
類
の
お
い
し
さ
や
魚
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
大
戸
瀬
中
学
校
で

深
浦
産
の
カ
ワ
ハ
ギ
や
ア
ジ
、
イ
カ
、
ま
た
、

ふ
か
う
ら
食
品
（
株
）
、
青
森
県
ほ
た
て
流

通
振
興
協
会
よ
り
提
供
の
あ
っ
た
塩
蔵
わ
か

め
、
つ
る
つ
る
わ
か
め
、
ベ
ビ
ー
ホ
タ
テ
を

食
材
に
し
た
お
魚
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
お
魚
料
理
教
室
は
、
総
合
的
な
学

習
の
授
業
と
し
て
開
催
さ
れ
、
大
戸
瀬
中
学

校
の
３
年
生
17
人
が
、
新
深
浦
町
漁
協
北

金
ヶ
沢
地
区
女
性
部
の
方
々
に
お
手
本
を
見

せ
て
も
ら
い
、
捌
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
後
、
生
徒
た
ち
が
挑
戦
。
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
楽
し
く
カ
ワ
ハ
ギ
や
ア
ジ
、

イ
カ
を
調
理
し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
料
理
は
、
生
徒
や
先
生
、
協
力

し
た
新
深
浦
町
漁
協
北
金
ヶ
沢
地
区
女
性
部

の
方
々
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生

徒
か
ら
は
、
「
３
枚
に
お
ろ
す
の
が
難
し

か
っ
た
」
「
自
分
た
ち
で
捌
い
た
カ
ワ
ハ
ギ

と
ア
ジ
の
フ
ラ
イ
が
お
い
し
か
っ
た
」
な
ど

の
声
が
上
が
り
、
深
浦
の
魚
の
お
い
し
さ
を

知
る
と
と
も
に
、
地
域
食
材
を
通
じ
て
料
理

の
楽
し
さ
も
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

三枚おろしのやり方を教えてもらう生徒たちイカを捌く生徒たち

深
浦
の
魚
を
食
べ
よ
う
！

　〜
お
魚
料
理
教
室
開
催
〜
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円
覚
寺
例
大
祭

円
覚
寺
例
大
祭

　
７
月
16
日
、
円
覚
寺
で
例
大
祭
が
開
催
さ

れ
、
柴
燈
護
摩
や
火
渡
り
の
行
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
熱
し
た
炭
を
敷
き
詰
め
た
道
を

歩
く
火
渡
り
の
行
に
は
、
大
人
だ
け
で
な
く

小
学
生
や
中
学
生
も
参
加
し
熱
い
炭
の
上
を

歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
境
内
に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
も
設
置
さ
れ
、

円
覚
寺
観
音
講
主
催
で
地
元
有
志
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
円
覚
寺
前

に
は
た
く
さ
ん
の
夜
店
も
並
び
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
多
く
の
人
が
訪
れ
、
賑
わ
い
を
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せ
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い
ま
し
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。

行
政
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を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
総
務
省
は
、
令
和
７
年
７
月
１
日
付
け

で
、
深
浦
町
の
行
政
相
談
委
員
に
秋
元
勇

氏
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
、
行
政
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
、
身
近
な

相
談
相
手
に
な
る
の
が
行
政
相
談
委
員
で

す
。

・
苦
情
を
直
接
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し
出
に
く
い
　

・
ど
こ
へ
申
し
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た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
・
苦
情
を
申
し
出
た
が
そ
の
措
置
に
納
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で
き
な
い
な
ど

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】

　
８
月
29
日
（
金
）
９
時
〜
12
時
　

　
場
所
：
大
戸
瀬
支
所

※

右
記
相
談
日
は
、
人
権
相
談
所
も
合
同

で
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
町
民
課
町
民
生
活
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
74-

２
１
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５（
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線
１
５
２
）

サンタ園の入居者たちと記念撮影 花上げ踊りを奉納する男衆

行政相談委員
秋元 勇 氏

　
７
月
15
日
、
岩
崎
地
区
で
約
４
０

０
年
続
く
郷
土
芸
能
の
花
上
げ
踊
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
赤
い
衣
装
を
着
て
化
粧
を
し
た
男

衆
６
人
が
、
太
鼓
や
笛
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
ス
ギ
の
枝
と
扇
子
を
手
に
手

足
を
高
く
上
げ
て
、
雨
乞
い
を
す
る

花
上
げ
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
踊

り
は
、
武
甕
槌
神
社
、
陸
奥
岩
崎

駅
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
タ

園
の
３
か
所
で
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
陸
奥
岩
崎
駅
で
は
、
地
域
の
住
民

が
毎
年
恒
例
の
花
上
げ
踊
り
を
一
目

見
よ
う
と
集
ま
り
、
厳
し
い
暑
さ
の

中
で
踊
り
を
披
露
し
た
男
衆
に
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
花
上
げ
踊
り
・
産
土
講
保
存
会
の

脇
本
正
司
会
長
は
「
直
前
ま
で
雨
予

報
だ
っ
た
が
、
無
事
に
晴
れ
て
奉
納

す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
会

員
は
少
な
く
な
っ
た
が
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

公式サイトはこちら

グットイグナル
  代表 山﨑 麻美

〒038-2504
深浦町大字北金ケ沢字塩見形272-14

TEL：0173-82-0813 FAX：0173-82-0814

宅地建物取引業 青森県知事（1）第3641号

空き家バンク登録申請お手伝いします

空き家でお困りの方はご相談ください

面倒な書類集めや書類作成は、
グットイグナルにおまかせください！

〈ご相談の際は、固定資産税課税明細書をご用意ください〉

ステージイベントを
盛り上げた
地元有志のみなさん

火渡りの行

ふるさと納税で町を元気に！ふるさと納税で町を元気に！ふるさと納税で町を元気に！

ふるさと納税とは？ 
　故郷や応援したい自治体など居住地以外の自治体に寄附をすると、寄附金のうち2,000円を超
える部分について、控除限度額（個人の所得により異なる）まで住民税等の控除を受けられる仕
組みであり、地域の活性化や地方創生に大きく寄与する制度として、多くの方々にご理解とご支
援をいただいています。
　特に、町外にお住まいの親族や友人の皆様には、ぜひこの制度を活用して故郷への想いを形に
し、地域づくりにご参加いただけますと幸いです。

深浦町ふるさと納税の申込み方法・返礼品 
　９つの寄附サイトから申込みできるほか、オンラインの申込みが苦手な方には、寄附申込書や
返礼品カタログなど書類一式を郵送します。
　詳しくは、下記のQRでご確認いただくか、電話（メール）で総合戦略課にお問い合わせくだ
さい。
　
寄附金の主な活用例
■移住・定住・交流事業補助金　　　　４１０万円
　移住者、新婚夫婦及び子育て世代の住宅整備補助、
　家賃補助等に活用しました。

■小・中学校図書購入　　　　　　　　１４０万円
　管内小・中学校の図書を充実させるため、図書購
　入費に活用しました。

■お問合せ先
　総合戦略課
　　電　話 0173－74－2122
　　メール furusato_nouzei@town.fukaura.lg.jp

寄附者から届いた
応援メッセージ

▶美味しいもの沢山の
出身地なので返礼品を
選ぶのも楽しいです。
これからも町を応援し
ています。（宮城県）

▶深浦出身です。未来
を担う子どもたちのた
めにお役立てください。
（千葉県）

登録者募集！
あおもりマッチングシステム「AI(あい)であう」は、あおもり
出会いサポートセンターが運営する結婚を前提とした出会いを
希望する方のためのマッチングシステムです。
深浦町では、町民の方の利用登録料の全額助成を行っており、
登録を支援しています。
詳しくは役場総合戦略課までお問い合わせください。

■問合せ先
　総合戦略課
　℡74-2122

ふるさと納税に
ついてはこちら

４
０
０
年
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史
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区
花
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円
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催
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。
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空き家バンク登録申請お手伝いします

空き家でお困りの方はご相談ください

面倒な書類集めや書類作成は、
グットイグナルにおまかせください！

〈ご相談の際は、固定資産税課税明細書をご用意ください〉
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地元有志のみなさん

火渡りの行

ふるさと納税で町を元気に！ふるさと納税で町を元気に！ふるさと納税で町を元気に！

ふるさと納税とは？ 
　故郷や応援したい自治体など居住地以外の自治体に寄附をすると、寄附金のうち2,000円を超
える部分について、控除限度額（個人の所得により異なる）まで住民税等の控除を受けられる仕
組みであり、地域の活性化や地方創生に大きく寄与する制度として、多くの方々にご理解とご支
援をいただいています。
　特に、町外にお住まいの親族や友人の皆様には、ぜひこの制度を活用して故郷への想いを形に
し、地域づくりにご参加いただけますと幸いです。

深浦町ふるさと納税の申込み方法・返礼品 
　９つの寄附サイトから申込みできるほか、オンラインの申込みが苦手な方には、寄附申込書や
返礼品カタログなど書類一式を郵送します。
　詳しくは、下記のQRでご確認いただくか、電話（メール）で総合戦略課にお問い合わせくだ
さい。
　
寄附金の主な活用例
■移住・定住・交流事業補助金　　　　４１０万円
　移住者、新婚夫婦及び子育て世代の住宅整備補助、
　家賃補助等に活用しました。

■小・中学校図書購入　　　　　　　　１４０万円
　管内小・中学校の図書を充実させるため、図書購
　入費に活用しました。

■お問合せ先
　総合戦略課
　　電　話 0173－74－2122
　　メール furusato_nouzei@town.fukaura.lg.jp

寄附者から届いた
応援メッセージ

▶美味しいもの沢山の
出身地なので返礼品を
選ぶのも楽しいです。
これからも町を応援し
ています。（宮城県）

▶深浦出身です。未来
を担う子どもたちのた
めにお役立てください。
（千葉県）

登録者募集！
あおもりマッチングシステム「AI(あい)であう」は、あおもり
出会いサポートセンターが運営する結婚を前提とした出会いを
希望する方のためのマッチングシステムです。
深浦町では、町民の方の利用登録料の全額助成を行っており、
登録を支援しています。
詳しくは役場総合戦略課までお問い合わせください。

■問合せ先
　総合戦略課
　℡74-2122

ふるさと納税に
ついてはこちら
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

　修道小学校の６年生を対象に、町の税務担当
職員が講師となって租税教室が開催されました。
　授業では「税金の使い道」「税の役割・種
類」「税金の必要性」などについて、○×クイズを交えなが
ら楽しく学びました。また、「税金のない世界」について、
アニメを見ながら考え、自分たちの生活においてさまざまな
ところで税金が役立っていることも学びました。
　児童たちは「1億円の税金があったらどうしますか？」と
質問されると、「給食を豪華にする」「水道代を無料にす
る」と答えていました。
　授業の最後では、１億円の札束の見本が用意され、児童た
ちは実際に持ってみてその重さに驚いていました。

まちか
ど

　深浦町赤十字奉仕団総会及び研修会が役場
町民文化ホールで行われました。総会には
46人が出席し、総会後の研修会では炊飯袋（ハイゼック
ス）を使用した非常食作りや役場総務課の福田危機管理専
門員から、深浦町の地震と津波に関する講話を受け、講話
後には、段ボールベッドとポップアップテントの組立・設
置体験を行いました。
　昼食では、研修会で自分たちが準備した炊飯袋（ハイゼ
ックス）で炊いたお米と岩崎地区奉仕団によるカレーの炊
き出しを行い、有事の際の対応を確認しました。

深浦町赤十字奉仕団総会・研修会

　深浦町では、子どもたちの食育の推進と保
護者の負担軽減を図るために、７月１日から
「深浦町保育所等主食費補助金」を開始しま
した。町内の保育園・子ども園に、３～５歳児の人数分の
主食費（お米など）を補助し、園内で炊飯を行い、炊き立
てのご飯を子どもたちに食べてもらえるようになりました。
　昨年10月から行っている「町保育所等副食費無償化補
助金」では、給食のおかずに係る費用を補助しており、今
回、主食費の補助を開始したことで町内の保育施設に通う
３～５歳児の給食費無償化を達成することができました。

　

　

町内の保育園で給食費の無償化開始

　 租税教室が行われました

７／
２

避難時用のポップアップテントの設置を体験する参加者たち

給食を食べる認定こども園みよし保育園の園児たち

出場する選手の皆さん

平沢町長に目録を手渡す、
つがるにしきた農業協同組合の山中組合長（右） ○×クイズの回答を考える児童たち

　町民文化ホールで第78回市町村対抗青森県民
スポーツ大会へ向けた壮行式が開催されました。
　深浦町からは昨年優勝したママさんバレーや相撲、ゲート
ボールの３種目のほか、軟式野球やサッカーなど10種目に出
場します。平沢町長から選手団団長の深浦町スポーツ協会会
長の柴田一喜さんへ団旗が伝達された後、選手代表として陸
上競技の佐藤大樹さんが選手宣誓を行い、それぞれの種目に
おいて試合への決意を新たにしました。
　大会は７月19日、20日、21日、26日、27日に行われ、各
種目の結果や総合成績は来月の広報で紹介する予定です。

　大戸瀬中学校の３年生17人が、今年から岩
崎地区の集落支援員として活動している浪岡
支援員から、地域に関わる仕事を通じて感じ
る魅力や課題などについて講話を受けました。
　浪岡支援員は集落支援員という制度の概要や自身の生い
立ち、今までの経歴などを説明。地区ごとの高齢化率の現
状や集落支援員に着任する前に行っていた地域おこし協力
隊としての活動実績、その中で感じたことを生徒たちへ伝
えました。
　講話後は、浪岡支援員の経験を生かしたうどん教室も開
催され、生徒たちは初めてのうどん作りを楽しんでいる様
子でした。

地域の未来を考えよう

　神奈川県横浜市（パシフィコ横浜）におい
て【モンベル創業50周年記念祝賀会】が開催
され、平沢町長が宮下県知事ほか、白神関連
町村長とともに参列しました。また、同会場で引き続き
【モンベルフレンドフェア】が開催され、「フレンドエリ
ア白神山地（深浦町）」の当町ブースでは、アオーネ白神
十二湖が【ふかうら雪人参ジュース】と【青池サイダー】
の試飲販売を行ったほか、雪人参関連商品も販売。加え
て、町のPR動画放映や町ガイドブック1,000部を配布す
るなど、２日間で約16,500人が訪れた来場者へ白神・十
二湖の効果的なPRができました。
　令和８年１月31日（土）・２月１日（日）には同様のフェ
アが青森市マエダアリーナにおいて開催予定です。

　

　

モンベルフレンドフェアin横浜へ出展

　 県民体育大会壮行式
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７／
３　この度、つがるにしきた農業協同組合から

深浦町へ、ロケット花火835袋（16,700
本）が寄贈されました。つがるにしきた農業
協同組合の山中組合長は「有害鳥獣の追い払
い、農作物被害の軽減に役立ててください」と、平沢町長
へ目録を手渡しました。目録を受け取った平沢町長は「有
害鳥獣対策の推進にご協力いただき、ありがとうございま
す」と感謝を述べました。
　寄贈いたただいた花火を役場本庁舎及び大戸瀬支所、岩
崎支所に配置し、有害鳥獣被害にお困りの方に配布するな
どして、有効に活用させていただきます。

有害鳥獣対策用の花火が贈呈されました 　
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122
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　今回は、４月から定期接種となっている高齢者帯状疱疹ワクチンについてお話しします。当診療所
でワクチン接種を希望する方は順調に増加しており、診察中にワクチンの選択や接種時期について相
談を受けることがあります。改めて皆様に、情報を整理し、医学的観点からお伝えいたします。
　まず、定期接種の対象者は2025年度内に65歳を迎える方です。そのほか、今後５年間の経過措置
として、その年度内に70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方が対象となります。
100歳以上の方は2025年度に限り全員が対象です。対象者には町から案内が届いていると思います。
これ以外の方のワクチン接種は、従来どおり任意接種（助成なし）となります。

　そのワクチンには２種類あり、違いは次の表のとおりです。

　このほかに、ワクチンの種類を選ぶ際には注意が必要な点があります。それは、生ワクチンは弱毒
化されているものの、病原性をわずかに残しているため免疫機能に異常のある疾患を持つ方や、ステ
ロイド、抗がん剤、メトトレキサートなど免疫抑制を引き起こす治療を受けている方には接種できな
いことです。
　副反応についてはどちらのワクチンでも見られますが、一般的に組み換えワクチンの方が接
種部位の痛みや腫れが強いと言われています。以上のことから、予防接種の目的である発症
および合併症の予防の観点から、組み換えワクチンの選択が望ましいと考えられます。80
歳までに全人口の3分の1が発症するという研究結果もあり、いずれのワクチンを選択する
場合でも接種をお勧めします。
　当診療所での接種を希望する方は、来所されるか電話予約（82‐0337）をお願いします。
　ただし、生ワクチンを希望する場合、電話予約では病歴や服用薬剤の情報が正確に
把握できず、当日接種できない場合があるため、来院して相談した方がスムーズな接
種が可能です。

深浦診療所つうしん　No.64

高齢者帯状疱疹ワクチン定期接種について
深浦診療所　医師　加 藤 　 昇

講師の古川大輔代表取締役

海の生き物とふれあう子どもたち

100歳を迎え、施設の仲間から祝福される中村さん

　林業事業者の経営力および技術力の向上を図るととも
に、豊富な森林資源を有効利用するための具体的な手法
を探るため、株式会社古川ちいきの総合研究所 代表取締役の古川大輔
氏を講師に迎え、「令和７年度深浦町の森林を活かす林業実践セミナ
ー」を開催しました。
　古川先生の豊富な知識と経験に基づく、林業に「ビジョン」や「マ
ーケティング」といった新たな視点を取り入れたお話は、深浦町の林
業関係者にとって、新たな気づきや具体的な実践へのヒントを与えて
くれました。
受講者から、「林業にロマンという発想に驚いた」、「改めて自分の
頭の固さに気付いた。柔軟な発想が必要だ」などの声が聞かれました。
本セミナーは４回にわたって開催され、今回はその第１回目です。

　自然の神秘さや不思議さを学んでほしいと、青い
鳥保育園で数年ぶりに自然体験学習「わくわく体験シリーズ　
海の生き物とふれあおう！」が開催されました。
　園内のホールに、日本自然保護協会自然観察指導員の永澤量
さんが事前に岡崎海岸で捕まえてきたイソガニやイシダタミ、
ヤドカリなどの生き物や海藻など10種類以上が用意されました。
　子どもたちは永澤さんから捕まえてきた生き物の名前などに
ついて説明を聞いた後、それぞれ興味のある生き物に触れてい
ました。子どもたちは海の生き物に興味津々の様子で水槽をの
ぞき込んで生き物を観察したり、実際に手に取ったりして海の
生き物とのふれあいを楽しんでいました。

　グループホームトント園に入所している中
村リヨノさん（大間越）が100歳を迎え、施設
の職員や入所者からお祝いされました。中村さんは1925
（大正14）年、八峰町生まれ。グループホームトント園の
入所者として初めて100歳を迎えました。
　中村さんは、楽しいことや面白いことが大好きで、ザ・
ドリフターズのDVDを手を叩いて笑いながら鑑賞してい
るそうです。普段の生活でも、施設の職員に冗談を言った
りしながら笑って過ごしているそうです。
　この日100歳を迎えた中村さんへ、施設の職員から金の
箸とお祝いのケーキが贈られ、少し照れた様子でしたが、
とても嬉しそうにしていました。

中村さん、100歳を迎える

　

　

海の生き物たちについて学ぶ

　令和７年度深浦町の森林を活かす林業実践セミナー開幕！
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　町と町商工会は地元金融機関と連携を図り、事業承継に係る
情報や経営者の高齢化、後継者不在といった問題を共有し、解
決することを目的に深浦町地域合同セミナー・相談会を開催し
ました。
　共催する（公財）21あおもり産業総合支援センター等の各種団
体から講師を招き、青森県内の現状、事業承継に係る支援を紹
介いただきました。
　23名の参加者からは、「簡潔でわかりやすく、よかった」
「後継者問題に関心があり、また参加したい」といった感想が
寄せられました。今回参加できなかった方でも、町では個別相
談を受けますので、観光課までお気軽にお問合せください。

事業承継について学ぶ商工業者向け地域合同セミナー　開催　 ７／
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※深浦町民が当診療所で接種する場合

接 種 方 法

接種回数と間隔

自 己 負 担 額 ※

予 防 効 果

皮下に接種

１　回

乾燥弱毒生水痘ワクチン
（生ワクチン）

３，６４１円

接種後 １年　 60％
接種後 ５年　 40％
接種後10年　　‐　

接種後 １年　 90％
接種後 ５年　 90％
接種後10年　 70％

筋肉内に接種

２　回
（２か月以上の間隔をあける）

組換え帯状疱疹ワクチン
（組換えワクチン）

１０，１４１円×２回分
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接 種 方 法

接種回数と間隔

自 己 負 担 額 ※

予 防 効 果

皮下に接種

１　回

乾燥弱毒生水痘ワクチン
（生ワクチン）
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深浦町文化協会活動中！
文化協会主催事業を紹介します

□問合せ先　深浦町文化協会事務局（深浦町公民館内）　TEL　74－2031

深浦町文化協会活動中！
文化協会主催事業を紹介します

防 災 コ ー ナ ー防 災 コ ー ナ ー
●ご紹介する内容
　７月３日に行われた、五所川原圏域2市4町とNTT東日
本株式会社青森支店との地域防災力向上の取組に関する連
携協定についてお知らせします。
　今年の２月から五所川原圏域2市4町(五所川原市、つが
る市、鯵ヶ沢町、深浦町、鶴田町、中泊町)とNTT東日本
株式会社青森支店とで地域防災力向上検討会を実施してき
ました。多様化・激甚化する自然災害への対応は、単一の
自治体では限界があるとの意識を共有し、近接する自治体
と、通信やデジタル技術に長けたNTTとの相互協力によ
り、①行政区域を超えた安全で迅速な住民避難の実現を目
指す「広域避難体制の整備」、②圏域内の物資シェアリン
グによる避難生活の更なる質向上を目指す「避難所環境の
向上」、③住民を巻き込んだ防災訓練を通じて自助・共
助・公助の意識醸成による「防災実践力の向上」の3つを
重要項目に揚げ、具体的な方策について、引き続き議論を
重ねながら、町民の皆さまの安心・安全な暮らし実現に向
けて取り組んでいきます。

調印の様子

地域防災力向上の取組に関する連携
協定を結んだ五所川原圏域２市４町
とNTT東日本株式会社青森支店

　文化協会では、会員相互の見識を高めまた親睦を深めることを目的に様々な事業を実施して
います。今回は、「町外研修」について紹介します。

☆町外研修
　町外研修には７団体24名が参加しました。五所川原市金木町　太宰治記念館「斜陽館」の
見学と「津軽三味線会館」での津軽三味線の鑑賞。その後、当町柳田地区出身の櫻庭氏の私設
「櫻庭利弘美術館」では、絵画を鑑賞した後、懐かしい思い出話に花が咲き、最後に「町に美
術館があることは、誉れである。みなさん誇りに思ってください。」とお褒めの言葉を頂き、
町の素晴らしさを再認識することができました。
　昼食は、津軽鉄道芦野公園旧駅舎を活用した　赤い屋根の喫茶店「駅舎」で特製ビーフカレ
ーを頂きました。

【文化協会からお知らせ】
　文化協会では、加入団体を募集しています。パッチワーク・エコクラフト・編み物など趣味
で個人や団体で活動している皆さん、文化協会に加入し、いっしょに活動しませんか。
　お待ちしています。

太宰治の生家「斜陽館」見学 迫力ある津軽三味線に拍手喝采

絵画と深浦町での思い出話で大盛り上がり 駅舎を活用した喫茶店で昼食
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稲 見 塗 装 店
塗 り 替 え 住 ま い の リ フ ォ ー ム

電話で簡単見積もり
高齢者　　１０％割引

信 頼 ・ 安 心 の 保 証 書 付 き
深浦町大字北金ヶ沢

T E L　　0 1 7 3-7 6-3 0 6 4
F A X　　0 1 7 3-7 6-3 0 7 4
携　帯　　0 9 0-2 0 2 1-7 1 2 1

F-ミーティング
　　実施グループ募集中！！
　深浦町のこれからをみんなで語り合ってみませんか？
　町長と地域の活性化・住みよいふるさとづくりなど、よりよい町
づくりのための意見交換を行いたい５～10名程度のグループを募集
しています。興味のある方は申込・問合せ先までご連絡ください。　
　　□申込・問合せ先
　　　　　　総合戦略課　TEL　74-2122

平沢町長が、深浦町の魅力を発信する
F-tube！
深浦町の魅力が伝わるチャンネルを目
指していきますので、ぜひチャンネル
登録をよろしくお願いします。
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役場の窓口を紹介します　
【福祉課　介護保険係】
　介護保険制度は、市町村が保険者となって運営しています。40歳以上の皆様は、加入者（被保険者）
となって保険料を納め、介護が必要になったとき、費用の一部を支払ってサービスを利用できる仕組み
です。
〇65歳以上の人（第１号被保険者）
原因を問わず介護や日常生活の支援が必要になった時、市区町村の認定を受け、サービスを利用でき
ます。
介護保険料の支払いは、年金から保険料が天引きされる特別徴収と、納付書に基づき保険料を納付す
る普通徴収があります。

〇40歳以上65歳未満の人（第２号被保険者）
老化が原因とされる病気（特定疾病）により介護や支援が必要となったとき、市区町村の認定を受け、
サービスを利用できます。加入している医療保険の保険料に上乗せして納めます。

介護保険サービスを利用するためには、
１　介護保険の申請をします。
・申請は、役場福祉課介護保険窓口で行います。その他、地域包括支援センター、大戸瀬・岩崎両支
所や、※居宅介護支援事業所窓口でも申請の代行ができます。

・申請に必要なもの
　要介護認定申請書（窓口、ホームページにあります）、介護保険証（オレンジの保険証です）
※社会福祉協議会（深浦）74-3111、はまなす介護相談センター（驫木）82-0515、在宅介護支援セン
ターしらかみのさと（岩坂）84-3020、サンタ園介護支援センター（岩崎）77-2020

２　認定調査を受けます。
・深浦町職員や、町から依頼を受けた介護支援専門員（ケアマネジャー）が自宅を訪問し、心身の状
況について、本人や家族から聞き取り調査を行います。

・主治医から心身の状況についての意見書を作成してもらいます。
　申請をすると、主治医の意見書の作成依頼を町から出しているので、受診の時に作成してもらえま
す。

３　専門家が審査します。
・聞き取り調査と主治医からの意見書をもとに、介護認定審査会で審査し、介護が必要な度合い（要
介護状態区分）の判定が行われます。

４　認定結果が通知されます。
・判定に基づき、町が介護の必要な度合い（要介護状態区分）を認定し通知します。認定結果通知書
と、認定結果などが記載された保険証が郵送されます。

５　サービスを利用します。
・認定結果が通知されたら、ケアマネジャーに介護サービス計画（ケアプラン）を作成してもらいま
す。

・費用は、１か月でかかったサービス費用の１割から３割です。

■お問合せ先　福祉課　TEL　74－2117

OOKK

fujiichi.bisou-paitinted soul   

118844--11
00117722 7777 22226622 008800 66000011 11776600
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OOKK
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～夕焼けに描く　ぼくの・わたしの夢～

子どもを受動喫煙から守る！

◆対　　象　令和７年９月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ（【例】

「元気に育ってね！」など）
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③

性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しません）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入し
たものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は８月25日㈮です。

こんなに

元気です！

９月生まれのお子さんの写真を
募集します！
９月生まれのお子さんの写真を
募集します！
９月生まれのお子さんの写真を
募集します！ 問合せ先　総合戦略課　TEL 74-2122

　　　　　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

Sunset Stage

　何かに一生懸命取り組み、夢に向かって頑張っている子どもたちを広報ふかうらで紹介しま
す。
　「好きなこと」「得意なこと」「頑張っていること」と「将来の夢」を教えてください。
　対象や応募方法は次のとおりです。掲載された人には「ゆうひくんタオル」をプレゼントい
たします。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○対　　象：町内在住・在学の小・中・高校生
○応募方法：子どもの氏名（ふりがな）、学校名（学年）、

保護者の氏名、保護者の電話番号と、上記の「将来の夢」などについて100字～
200字程度で記載し、対象者の顔写真や頑張っている姿の写真を添付して電子メ
ールで提出してください。掲載候補になった人へ折り返しご連絡いたします。

提出先メールアドレス：kouhou@town.fukaura.lg.jp
※メールの件名に「SunsetStage」と記載してください。

留意事項
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・掲載候補になった場合、写真撮影や取材に伺う可能性があります。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

お詫びと訂正
　７月11日発刊の広報ふかうら７月号22ページに掲載した
「ちびっこチャンピオン」において、一部誤りがございまし
た。

○「ちびっこチャンピオン」下段左からの２人目、「おおさわ
　むぎさん」とありますが、正しくは「おおかわ　むぎさ
ん」です。

　以上のように訂正し、ここに謹んでお詫び申し上げます。
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留意事項
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・掲載候補になった場合、写真撮影や取材に伺う可能性があります。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

お詫びと訂正
　７月11日発刊の広報ふかうら７月号22ページに掲載した
「ちびっこチャンピオン」において、一部誤りがございまし
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8月号
No.245

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（左から）

しちのへ　み ら いさん（５さい）
いちのへ　れ　　おくん（４さい）
やまもと　れ　　んくん（３さい）
にしざき　け　　いくん（４さい）
にしざき　な　　ぎくん（４さい）
しまかわ　まさむねくん（５さい）

青い鳥保育園のなかよしたち

「ワクワク♡ドキドキ　～夏の贈り物～」

読者投稿
掲載ページ

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します

み
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結
ち
ゃ
ん

（
横
磯
）
Ｒ
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４
生

「
謎
の
カ
ニ
踊
り
・
・
・
こ
ん
な
に
元
気
で
す
！
」
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深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日に合併20周年を迎えました。

祭りだ！わっしょい！
関 留意事項

・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

わぁんどのひろばとは…
　皆さんが撮影した写真や制作した作品などを広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真やくすっと笑える写真、渾身の力作、昔懐しい昭和・平成の写真、日
常の風景や一コマなど、思い思いの写真を投稿してください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○メールの場合；件名「わぁんどのひろば」と入力し、本文にコメントとペンネームを入力したうえで、掲載して
ほしい写真を添付して次のメールアドレスへ送信してください。
　メールアドレス：
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリントした写真とコメント、ペンネームを記入したものを添えてください。




